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斬
刊
纒
脅

科
學
方
法
論
（
績
哲
學
叢
書
第
＋
篇
）
戸
坂
潤
著

　
三
者
戸
坂
氏
は
大
正
十
三
年
京
大
哲
學
科
畠
身
、
大
學
院
に
何

て
科
學
方
法
論
を
考
究
せ
る
篤
學
有
爲
の
士
、
本
書
は
氏
多
年
の

研
究
の
成
果
を
公
に
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
學
界
に
今
回
す
る
事
大

な
る
も
の
が
あ
る
。
先
づ
本
書
大
宰
の
論
構
は
吹
の
如
し
σ
序
、

総
論
1
方
法
概
念
の
分
析
（
そ
の
一
、
そ
の
二
）
、
特
論
、
一
，
學

問
の
分
類
、
二
、
科
画
論
、
一
『
科
學
的
世
界
、
科
學
の
學
問
性
。

結
論
。

　
本
書
の
特
色
は
、
総
論
に
當
る
方
法
概
念
の
分
析
の
内
に
存
す

る
。
特
論
の
部
は
著
者
自
ら
が
序
文
中
に
於
て
蓮
べ
て
る
る
如

く
、
総
論
に
於
け
る
論
究
の
結
果
到
達
せ
る
方
法
概
念
を
以
て
、

主
唱
こ
し
て
リ
ッ
ケ
ル
ト
教
授
の
科
學
論
を
見
直
し
た
試
で
あ
る
。

而
し
て
全
篇
を
通
じ
て
流
れ
て
み
る
著
者
の
主
張
は
「
方
法
概
念

の
蓮
動
」
で
あ
る
G

　
先
づ
一
般
に
、
學
問
論
に
於
て
は
如
何
な
ゐ
問
題
が
取
扱
は
る

・
か
。
氏
に
よ
れ
ば
。
次
の
五
つ
で
あ
り
、
前
帯
の
各
項
は
そ
の
各

々
の
解
明
を
企
て
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
一
）
學
間
に
於
け
る
方
法
、
封
象
の
構
造
の
分
析
〔
方
法
概
念

新
　
刊
　
紹
　
介

　
　
の
分
析
ト
そ
の
一
ロ

　
（
二
）
璽
問
性
の
分
析
〔
方
法
概
念
の
分
析
、
そ
の
二
）

　
（
三
）
知
識
乃
至
認
識
の
分
析
、
（
知
識
學
，
認
識
論
）
、
〔
科
肇

　
　
論
〕

　
（
四
）
歴
史
、
三
三
的
存
在
ミ
し
て
の
客
槻
弓
現
實
存
在
の
學

　
　
問
の
分
類
〔
藥
問
分
類
ロ

　
（
五
）
科
學
の
特
質
〔
科
學
的
世
界
、
日
照
の
墨
問
性
〕

（
一
）
に
於
て
氏
の
論
ず
る
所
に
依
れ
ば
、
墨
髭
に
於
け
る
方
法
ε

鋤
象
ミ
の
驕
係
に
於
て
、
ω
鋤
象
が
方
法
を
決
定
す
る
ご
考
ふ

る
素
朴
的
、
即
断
的
立
場
霊
②
方
法
が
忠
直
を
決
定
す
る
ミ
す
る

観
念
論
的
立
場
ε
㈲
第
三
者
が
爾
方
を
決
定
す
る
ミ
す
る
逃
避
的

影
乾
ε
が
あ
る
が
、
何
れ
も
不
完
全
で
あ
っ
て
ω
方
法
－
こ
封
象
－
こ

の
相
互
決
定
の
立
場
が
可
動
の
探
る
べ
き
道
な
る
事
を
主
張
し
て

み
る
。
氏
は
こ
の
爾
者
の
相
互
決
定
の
驕
係
を
「
蓮
動
」
－
こ
い
ふ

て
る
る
。
即
ち
研
究
ぐ
」
共
に
こ
の
病
者
は
愛
化
す
る
。
翻
ち
方
法
に

よ
り
て
正
統
に
理
解
せ
ら
る
・
迄
は
明
る
み
か
ら
隠
さ
れ
て
み
た

自
然
の
事
物
の
諸
規
定
は
、
次
第
に
明
る
み
の
前
に
持
ち
舟
さ
れ
、

そ
の
個
有
の
色
彩
を
輿
へ
ら
る
・
事
に
依
り
封
象
は
次
第
に
髪
化

す
る
。
叉
一
方
、
方
法
は
初
め
事
物
を
箪
に
観
察
す
る
が
、
や
が
て

之
を
記
蓮
し
、
逡
に
之
を
読
明
す
る
。
之
方
法
の
憂
化
で
あ
る
。

方
法
こ
封
象
ミ
は
反
封
概
念
で
は
あ
る
が
、
こ
の
反
封
の
意
味
は

一
〇
一
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『
野
立
で
な
く
、
形
式
的
反
蟹
で
も
な
く
、
矛
盾
で
も
な
く
、
相

封
で
も
な
く
、
相
驕
で
も
な
い
。
そ
れ
は
蓮
動
の
可
能
性
に
墓
く

一
つ
の
醐
係
で
あ
る
』
（
＋
七
頁
）
。
里
離
径
間
の
蓮
動
に
よ
り
て

鋤
象
が
方
法
、
ミ
な
り
、
方
法
が
饗
象
ミ
な
る
事
が
望
ま
し
い
。
而

し
て
こ
の
蓮
動
の
仕
方
は
否
定
で
あ
る
。
そ
の
否
定
の
意
味
は
封

象
が
方
法
に
よ
り
て
構
成
さ
れ
た
も
の
ε
し
て
言
熟
さ
れ
、
今
迄

封
象
ミ
考
へ
ら
れ
た
も
の
を
ば
却
っ
て
方
法
ミ
し
て
獲
見
す
る
。

自
然
の
事
物
ε
し
て
與
へ
ら
れ
た
る
鋤
象
は
、
自
然
科
學
の
内
容

ミ
し
て
姓
格
づ
け
ら
れ
る
。
之
こ
そ
封
象
が
方
法
に
よ
り
て
否
定

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
叉
蓮
に
方
法
は
事
象
の
内
に
見
出
さ
れ

る
。
軍
に
猫
立
な
る
方
法
は
な
い
。
鋤
象
は
自
己
に
個
有
な
方
法

を
命
ず
る
事
に
よ
り
て
比
々
そ
の
鋤
象
ら
し
さ
を
荒
び
、
か
く
て

封
象
は
方
法
を
否
定
す
る
事
ミ
な
る
。
方
法
ミ
鋤
象
ぐ
」
の
一
般
關

係
を
氏
は
以
上
の
如
ぐ
に
論
じ
て
み
る
が
次
の
第
二
部
に
於
て
氏

は
こ
の
問
題
を
更
に
精
密
に
論
究
し
て
み
る
。
即
、
鋤
象
概
念
、

方
法
概
…
念
が
次
第
に
蓮
隠
し
て
具
髄
的
學
問
の
成
立
に
進
む
事
を

示
し
、
先
づ
勤
象
は
、
墨
客
椿
成
前
の
鋤
象
か
ら
構
成
後
の
封
象

ヘ
ミ
蓮
平
し
、
研
究
方
法
は
、
里
民
把
捉
の
方
法
か
ら
、
學
問
の

封
象
の
構
成
凍
理
こ
な
る
。
始
め
は
軍
な
る
研
究
方
法
で
あ
っ
た

も
の
が
遽
に
終
夕
の
方
法
ミ
な
り
、
最
後
に
は
、
研
究
の
成
果
を
意

辣
す
る
こ
、
こ
エ
な
る
。
こ
、
に
到
れ
ば
方
法
概
念
は
封
象
概
念
を

一
〇
二

克
服
す
る
。
氏
は
こ
の
蓮
動
を
跡
づ
け
て
次
の
三
階
段
ミ
す
る
。

　
（
一
）
研
究
方
法
（
形
式
論
理
學
の
方
法
論
。
特
殊
科
學
の
方
法

論
）
。
（
二
）
慰
問
の
構
成
（
リ
ッ
ケ
ル
ト
の
科
皐
論
）
。
（
三
）
鋤
象

規
定
（
相
図
性
理
論
の
示
す
世
界
形
象
の
考
察
）
。

　
こ
の
方
法
概
念
の
運
動
に
相
子
熟
す
る
封
象
概
念
の
蓮
動
は
吹

の
三
で
あ
る
。

　
（
…
）
實
霞
的
に
行
は
る
、
研
究
の
封
象
な
り
し
鋤
象
（
構
成
以

　
　
前
の
封
象
の
概
念
、
邸
常
識
概
念
）
。
（
二
）
學
問
内
容
（
抽
象

　
　
的
概
念
、
境
象
）
。
（
三
）
方
法
規
定
（
撒
量
、
室
質
量
、
坐
標
）
。

か
く
し
て
墨
問
は
方
法
に
よ
っ
て
そ
の
性
絡
を
理
解
せ
ら
る
・
ミ

共
に
、
叉
同
じ
く
野
南
に
よ
り
て
そ
の
性
絡
が
理
解
せ
ら
れ
る
。

前
者
は
科
學
論
の
名
の
下
に
、
後
者
は
學
問
分
類
の
名
の
下
に
、

そ
れ
ん
＼
の
必
然
性
を
も
つ
。
然
る
に
事
態
上
、
學
問
を
牲
絡
づ

け
る
に
、
方
法
に
よ
る
方
が
よ
り
適
は
し
い
¶
こ
思
は
れ
る
の
は
、

方
法
が
吾
々
・
（
自
我
）
に
属
す
る
も
の
で
あ
、
り
、
自
我
が
實
践
的
な

る
に
よ
る
も
の
ε
い
は
れ
る
。

　
（
二
）
に
於
て
論
ぜ
ら
れ
て
る
る
所
は
、
學
間
に
於
て
方
法
が
求

め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
の
探
究
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
・
で
は

學
間
性
概
念
の
分
析
が
試
み
ら
れ
て
み
る
。
氏
の
分
析
に
よ
れ
ば

學
問
性
は
教
導
性
ミ
公
共
性
ε
を
そ
の
特
徴
ぐ
」
す
る
。
後
者
は
、
原

則
濡
濡
問
が
普
遍
妥
當
牲
を
持
允
ね
ば
な
ら
ぬ
事
を
意
味
し
，
前
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者
は
更
に
傳
承
性
ミ
誘
導
性
、
こ
な
る
。
然
る
に
更
に
之
を
具
罷
…
的

に
考
へ
る
時
は
、
如
何
に
せ
ば
誘
導
的
ε
な
る
か
ε
い
ふ
問
題
、
こ

如
何
に
せ
ば
傳
承
的
「
こ
な
る
か
ミ
い
ふ
問
題
ε
が
解
決
せ
ら
れ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
誘
導
的
た
ら
し
め
る
も
の
は
手
績
方
法
の
問
題
で
あ

り
、
傳
承
的
た
ら
し
め
る
も
の
は
成
果
、
膿
系
の
間
題
で
あ
る
。

　
こ
・
で
學
問
性
の
特
質
ε
し
て
、
方
法
ミ
膿
系
の
二
要
素
が
見

出
さ
れ
た
が
、
こ
の
爾
者
の
内
で
方
法
が
、
成
果
芝
し
て
の
罷
系

よ
り
も
、
實
践
的
に
優
越
せ
る
位
置
を
占
め
る
。
何
者
、
方
法
は

輩
に
誘
導
以
上
の
も
の
を
そ
の
内
に
含
み
得
る
。
邸
あ
る
成
果
、

膿
系
の
羅
な
る
誘
導
た
る
手
写
の
み
に
止
ま
ら
す
、
理
論
の
着
眼

心
礎
の
仕
方
、
問
題
の
提
出
法
、
問
題
の
取
扱
ひ
、
考
へ
方
等
に

於
て
、
既
に
問
題
の
解
決
の
誤
る
種
の
仁
愛
が
な
さ
れ
た
も
の
ミ

い
ふ
こ
ε
が
萬
來
る
。
か
く
し
て
組
織
ざ
し
て
の
罷
系
へ
の
蓮
動

を
試
み
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
第
四
部
に
於
て
學
問
性
を
更
に

眞
理
性
の
獲
得
に
あ
り
ミ
し
、
眞
理
性
唱
こ
は
（
一
）
問
題
の
解
決
、
こ

（
二
）
批
判
－
こ
で
あ
り
、
批
判
は
離
層
の
理
解
，
反
省
、
上
溝
的
規

定
に
鍬
す
る
自
己
批
判
で
あ
り
、
何
れ
も
方
法
概
念
に
厩
す
る
事

を
論
じ
、
以
て
學
間
性
の
中
耳
的
規
定
が
方
法
に
あ
る
事
を
蓮
べ

て
る
る
。

　
以
上
の
．
（
一
）
（
；
に
於
て
氏
の
云
は
ん
ε
す
る
主
張
は
誰
さ

れ
て
る
て
、
（
三
）
以
下
は
特
論
で
あ
る
が
故
に
簡
略
に
紹
介
す

新
刊
　
紹
　
介

る
。
（
三
）
は
卓
立
分
類
で
あ
っ
て
、
之
に
は
分
類
原
理
の
問
題
ご

現
身
の
墨
問
の
分
類
の
問
題
ご
が
あ
る
。
先
づ
學
胆
こ
他
の
入
類

創
作
ミ
を
分
け
る
揚
々
に
は
、
學
撮
管
が
そ
の
分
類
原
理
S
な
る

更
に
全
問
内
部
に
於
け
る
分
類
が
な
さ
れ
、
自
然
科
墨
叉
は
特
殊

科
墨
ε
、
批
判
科
學
叉
は
哲
墨
ざ
の
隈
別
が
，
實
謹
ぐ
」
償
値
ぐ
」
に

よ
り
て
な
さ
れ
る
。
所
で
、
こ
・
で
取
扱
ふ
問
題
ミ
し
て
、
氏
は

學
問
の
内
で
準
急
を
除
き
、
科
學
の
分
類
に
そ
の
範
園
を
定
め
、

次
の
五
つ
の
分
類
を
読
明
し
て
み
る
。

ω
精
神
能
力
に
よ
る
分
類
（
べ
ー
ク
ン
）
、
②
謝
象
に
よ
る
分
類

（
ヴ
ン
ト
）
、
③
概
念
構
成
に
よ
る
分
類
（
リ
ッ
ケ
ル
ト
）
、
ω
科
墨
・

的
世
界
に
よ
る
分
類
、
⑤
塵
・
問
性
に
よ
る
分
類
。

　
然
る
に
か
く
論
究
が
進
め
ら
る
・
に
從
っ
て
、
學
問
分
類
の
問

題
は
次
第
に
墨
問
形
態
の
問
題
に
移
動
し
、
次
の
科
墨
論
の
閤
題

を
引
超
し
て
診
る
。

　
（
四
）
に
於
て
は
先
づ
分
類
そ
の
も
の
の
破
綻
か
ら
論
じ
て
み

る
」
そ
れ
は
分
類
が
論
理
的
に
正
し
き
が
爲
に
は
、
分
類
原
理
に

よ
り
て
紬
象
的
に
分
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
す
、
又
墨
問
分
類
ε
い
ふ

概
念
そ
の
も
の
の
含
む
性
質
ε
し
て
、
現
實
に
存
す
る
諸
の
科
學

が
分
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
分
類
原
理
を
嚴
密
に
固
守
す
る
時
は

現
存
せ
ざ
る
學
間
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
學
問
分
類
の

要
求
に
矛
盾
す
る
。
か
く
て
射
象
に
よ
る
分
類
は
不
完
全
な
る
も

一
〇
三
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の
ミ
な
り
、
方
法
に
よ
る
分
類
が
問
題
ミ
な
る
。
換
喬
せ
ば
分
類

如
何
で
な
く
方
法
如
何
で
あ
る
。
か
く
て
認
識
論
が
科
學
論
の
根

抵
ミ
な
る
。
氏
は
先
づ
カ
ン
ト
の
認
識
論
を
読
き
、
つ
い
で
リ
ツ

タ
ル
ト
の
夫
に
進
み
、
歴
史
科
學
芝
自
然
葬
學
ε
を
橿
値
に
基
い

て
分
類
す
る
リ
ツ
タ
ル
ト
の
科
言
論
を
略
碧
し
、
次
い
で
第
二

部
に
顧
て
、
之
に
蜀
す
る
コ
エ
ー
レ
ル
の
三
個
條
の
批
評
を
紹
介

し
、
並
に
他
の
一
偲
條
を
附
加
す
る
事
に
よ
り
て
そ
の
論
を
進
め

て
み
ろ
。

　
第
触
に
リ
ツ
タ
ル
ト
の
歴
史
科
學
を
立
つ
る
根
諜
は
、
個
別
的

因
果
の
考
で
あ
る
が
、
之
は
二
穣
に
解
す
る
事
が
繊
來
る
。
ω
同

一
の
原
票
が
時
の
異
な
る
に
從
ひ
、
異
な
れ
る
結
果
を
引
起
す
ミ

考
へ
る
場
合
。
然
し
乍
ら
現
實
に
把
握
轟
來
て
，
從
っ
て
科
學
に

於
て
意
味
を
持
つ
事
の
患
來
る
因
果
極
端
は
、
同
一
の
原
因
が
同

一
の
結
果
を
引
起
す
所
の
法
則
的
因
果
の
み
で
あ
る
。
②
同
一
の

原
因
が
全
く
二
度
ε
起
り
得
な
い
ぐ
」
考
ふ
る
揚
合
。
然
し
か
Σ
る

個
別
的
因
果
は
、
法
則
的
因
果
ε
魑
別
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。
要

す
る
に
こ
の
第
一
の
拙
難
は
個
別
的
因
果
に
醤
す
る
批
難
で
な
く

リ
ッ
ケ
ル
ト
の
根
本
的
立
揚
に
謝
す
る
批
難
で
あ
る
。

第
二
の
批
難
は
自
然
科
學
的
法
則
ミ
個
物
ミ
の
關
係
に
つ
い

て
、
そ
の
科
學
論
が
自
然
科
學
的
方
法
の
現
實
的
内
容
へ
充
分
に

立
入
っ
て
み
な
い
黙
。

一
〇
四

　
第
三
の
批
難
は
、
償
値
關
係
づ
け
の
み
に
よ
っ
て
は
、
歴
史
粒

學
的
概
念
構
成
の
性
絡
は
明
に
ざ
れ
ぬ
鮎
。
帥
、
歴
史
科
學
に
馬
こ

っ
て
重
大
な
る
開
心
は
、
歴
史
科
學
が
、
か
エ
る
償
値
関
係
的
記

述
を
な
す
ε
い
ふ
主
張
よ
り
も
。
如
何
な
る
手
績
に
よ
り
て
か
臥

る
記
述
が
な
さ
る
義
か
で
あ
る
。
邸
、
歴
史
的
全
膿
ミ
部
分
ミ
を

聯
糊
せ
し
め
る
現
實
的
な
方
法
が
第
一
義
的
な
問
題
－
こ
な
る
。

　
第
四
に
、
歴
史
を
、
趾
會
概
念
ε
の
關
係
に
去
て
理
解
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
然
る
に
リ
ツ
タ
ル
ト
に
依
れ
ば
、
歴
史
的
法
則
ご
い
ふ

概
念
は
矛
盾
で
あ
る
。
然
る
に
、
自
然
必
然
的
な
自
然
法
則
で
な

く
廉
史
的
祉
會
的
存
在
に
於
て
の
み
見
出
さ
れ
得
る
様
な
歴
史
蓮

動
の
原
動
力
ε
し
て
の
歴
史
的
法
則
が
存
す
る
Q

　
か
・
る
四
種
の
批
難
が
起
る
の
は
、
リ
ツ
タ
ル
ト
の
方
法
論
が

充
分
に
現
實
的
、
實
践
的
な
ら
ざ
る
こ
ε
に
よ
る
。
科
墨
論
の
形

態
は
科
學
的
世
界
の
方
法
論
的
分
析
¶
こ
し
て
現
は
れ
る
。

　
へ
五
）
に
於
て
は
科
學
的
世
界
の
特
質
を
論
じ
て
み
る
。
先
づ
初

め
に
自
然
細
塵
を
論
じ
て
、
こ
れ
の
精
密
性
は
室
間
性
に
よ
っ
て

與
へ
ら
れ
、
之
を
表
現
す
る
も
の
は
坐
標
で
あ
る
款
に
、
自
然
，
科

學
の
精
密
性
を
示
す
も
の
は
測
定
の
坐
商
ε
な
る
。
而
し
て
こ
の

測
定
の
坐
論
は
一
の
物
理
的
方
法
な
る
ミ
共
に
物
理
的
封
象
で
あ

る
Q
か
く
て
こ
の
坐
標
に
よ
り
て
現
は
さ
れ
た
る
二
間
は
、
方
法

・
こ
封
象
ミ
の
一
致
を
示
せ
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
撒
學
的
方
法
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を
用
ふ
る
計
算
し
得
る
量
を
取
扱
ふ
正
確
な
る
科
學
は
物
理
學
で

あ
る
ご
い
ふ
事
が
臨
來
る
。
一
こ
の
外
に
，
理
論
の
論
理
．
墨
的
必

然
牲
に
基
く
寒
心
の
場
合
も
あ
り
、
或
は
又
あ
る
學
問
の
場
合
に

於
て
は
、
最
後
の
一
歩
に
於
て
精
密
嚴
正
ミ
は
異
る
何
か
の
要
素

に
基
か
な
く
て
は
、
そ
の
學
問
が
、
そ
れ
に
個
有
な
學
閾
ら
し
い

學
閤
牲
を
却
っ
て
獲
揮
楽
毛
な
い
場
合
も
あ
る
。

　
論
義
的
隅
一
性
の
限
界
を
、
氏
は
透
調
性
ε
名
付
け
て
み
る

が
，
か
く
す
れ
ば
學
問
は
論
謹
的
ε
透
湖
盆
の
こ
者
に
分
た
れ

る
。
葡
し
て
氏
は
夏
に
こ
の
二
者
に
夫
々
封
喧
し
て
衰
理
を
分
っ

て
，
ω
事
實
決
定
の
眞
理
（
水
素
原
子
の
構
造
等
）
ミ
、
働
事
．
實
解

繹
の
眞
理
（
弓
術
作
品
の
鑑
賞
等
）
ミ
し
て
み
る
。
こ
の
透
察
的
學

野
性
・
こ
は
、
論
謹
的
學
目
性
ε
は
異
り
、
性
格
的
乃
至
掴
性
的
で

あ
る
。
然
ら
ば
監
察
性
は
超
個
人
的
普
遍
性
を
も
た
な
い
か
。
個

入
は
歴
史
杜
若
に
於
け
る
存
在
で
あ
る
。
個
人
は
時
代
的
錯
誤
ぐ
」

地
方
的
錯
誤
・
こ
か
ら
さ
へ
警
戒
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
、
に
透
察

は
司
る
普
遍
性
を
要
求
さ
れ
る
。
こ
の
錯
誤
を
除
く
方
法
書
し
て

透
磁
は
二
個
の
條
件
を
具
備
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
一
）
多
面
性
．
包

括
的
な
る
、
ミ
。
（
二
）
透
察
の
正
面
的
な
る
こ
・
こ
。
か
く
し
て
氏

に
よ
れ
ば
論
謹
書
父
様
性
の
代
表
的
な
る
も
の
噌
こ
し
て
、
自
然
早

場
特
に
物
理
學
が
あ
り
、
透
察
寒
露
間
性
の
代
表
的
な
る
も
の
ε

し
て
歴
史
科
墨
が
生
す
る
。
而
し
て
他
の
科
學
は
こ
の
二
者
の
中

　
　
　
　
薪
　
刊
　
紹
介

聞
に
位
す
る
も
の
、
こ
氏
は
主
張
し
て
み
る
。

　
上
述
せ
る
所
は
、
本
書
に
於
て
取
扱
へ
る
問
題
ミ
、
そ
の
解
決

¶
こ
を
，
演
繹
的
に
叙
馴
せ
る
も
の
で
あ
る
。
氏
は
そ
の
意
味
す
る

所
を
誤
解
な
か
ら
し
む
る
爲
で
あ
ら
う
。
か
、
そ
の
文
章
に
於
て
可

な
り
廻
り
く
さ
物
言
ひ
廻
し
て
ゐ
ら
れ
る
織
も
見
受
け
ら
れ
た

が
，
從
來
の
哲
學
書
に
於
て
よ
く
見
ら
れ
牝
生
硬
な
字
句
を
成
る

可
く
使
は
な
い
て
、
し
つ
ミ
り
ミ
し
九
日
常
語
で
適
切
に
表
現
せ

ら
れ
た
黙
は
、
大
い
に
氏
の
努
力
の
跡
が
見
ら
れ
た
。
且
そ
の
行

文
に
於
て
、
知
っ
て
み
る
知
識
を
敏
へ
る
儒
に
羅
列
す
る
、
こ
い
．
幽

氣
配
が
少
し
も
な
く
て
、
卜
え
す
問
題
を
起
し
て
は
そ
れ
を
根
本

的
に
思
索
し
、
夏
に
次
の
問
題
を
起
す
S
い
ふ
こ
の
論
の
進
め
方

は
、
所
謂
『
哲
擁
す
る
』
，
『
思
索
す
る
』
嶋
こ
い
ふ
こ
弓
こ
の
練
習
哨
こ

し
て
も
極
め
て
有
意
義
な
試
み
で
あ
る
ε
思
は
れ
る
。
こ
の
意
味

に
於
て
荷
も
哲
學
に
志
さ
る
転
諸
氏
の
是
非
閲
讃
す
べ
き
良
書
た

る
を
信
ず
る
。
（
岩
波
書
店
刊
行
）
汽
飯
田
順
雄
紹
介
〕

天
台
の
密
謀
　
　
清
水
谷
恭
順
著

　
我
が
國
に
密
敏
の
傳
へ
ら
れ
た
の
は
、
聖
教
大
師
以
前
か
ら
で

あ
る
が
、
當
時
は
、
ま
だ
そ
の
徳
來
。
か
正
規
的
で
な
く
、
所
謂
稚

密
ミ
稽
せ
ら
れ
る
歌
島
心
で
あ
っ
た
。
大
師
は
唐
に
入
っ
て
、
天
台

心が

�
氏
c
へ
る
に
あ
た
り
、
天
ム
臼
磨
耶
そ
の
も
の
に
密
一
歓
や
調
騨
，
A
芯
佛

を
も
併
せ
傳
へ
弛
。
故
に
大
師
を
日
本
最
初
の
密
敏
の
阿
閥
梨
¶
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
〇
五


